
5 都市基盤整備による拠点駅周辺の都市機能の拡充
平成23年度　～　平成27年度　（5年間） 横浜市

・ 拠点駅周辺における都市計画道路と駅前広場の一体的な整備による、駅利用者の移動時間の短縮

・ 駅周辺の整備状況に対する市民の満足度

（H23当初） （H25末） （H27末）

Ａ1　道路事業
番号 事業 地域 交付 直接 道路 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 種別 （延長・面積等） H23 H24 H25 H26 H27

Ａ-1 街路 一般 横浜市 直接 － 再開発 改築 1,317

Ａ-2 街路 一般 横浜市 間接 ※ 再開発 改築 1,544

Ａ-3 街路 一般 横浜市 直接 － 区画 改築 3,020

Ａ-4 街路 一般 横浜市 直接 － S街路 改築 1,543

Ａ-5 街路 一般 横浜市 間接 組合 再開発 改築 2,335

Ａ-6 街路 一般 横浜市 間接 組合 区画 改築 泉ゆめが丘地区((都)環状４号線他） 1,811

Ａ-7 街路 一般 横浜市 間接 組合 再開発 改築 延長120ｍ、駅前広場0.3ha 20

小計（道路事業） 11,590

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27

合計

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27

合計

番号 備考

平成 27 年 3月 9日

全体事業費
（百万円）

事業者
市町村名

港湾・地区名

一体的に実施することにより期待される効果

工種
要素となる事業名

省略

計画の目標

事業内容

ﾊﾞｲﾊﾟｽ 0.7km

駅前広場 0.6ha 駐輪場 約800台

ﾊﾞｲﾊﾟｽ 0.8km、駅前広場 0.68ha

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式

工種

50%

中間目標値当初現況値

・拠点駅周辺における都市計画道路と駅前広場の一体的な整備による、駅利用者の移動時間の短縮

拠点駅周辺における市街地開発事業の実施に伴う、都市計画道路と駅前広場の一体的な整備による都市基盤機能の強化を評価する
ため駅利用者の移動時間を従前と従後で比較し、短縮された割合を算出する。

－ －

要素となる事業名

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

社会資本総合整備計画（活力創出基盤整備）
計画の名称

交付対象

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

全体事業費

定量的指標の現況値及び目標値

0.0

備考
最終目標値

計画の期間

金沢八景六浦線

Ｂ Ｃ

交付対象事業

全体事業費
（百万円）

省略
工種

Ａ

横浜市

番号

番号

横浜市

市町村名

一体的に実施することにより期待される効果

全体事業費
（百万円）

大船駅北第二地区（(都)下永谷大船線他） 駅前広場 0.6ha 駐輪場 約1600台

省略 事業内容 市町村名
港湾・地区名（延長・面積等）

横浜市

瀬谷駅南口第１地区（(都)瀬谷駅南口線）

横浜市

ﾊﾞｲﾊﾟｽ 0.1km

横浜市

横浜市

事業実施期間（年度）
要素となる事業名事業者

横浜市

事業者

戸塚駅西口第1地区((都)横浜伊勢原線他)

長津田駅北口地区（長津田駅北口線他）

戸塚駅前地区中央((都)柏尾戸塚線）

（事業箇所）

駅前広場0.39ha、ﾊﾞｲﾊﾟｽ0.61km

市民の日常生活の拠点となる鉄道駅周辺において、市街地開発事業等を実施し、交通ネットワーク拠点にふさわしい道路、駅前広場等の都市基盤施設の整備を行うとともに、地区内のバリアフリー化などを図ること
で、誰もが移動しやすく、安全な街づくりを推進する。

百万円 百万円 百万円 百万円11,590
効果促進事業費の割合

0 011,590

駅周辺の来街者等を対象にアンケート調査を行い、駅周辺の整備状況に対して満足している割合（％）を算定する。 － － 70%

％

・駅周辺の整備状況に対する市民の満足度



（参考図面）地域活力基盤創造計画（活力創出基盤整備）

計画の名称 5 都市基盤整備による拠点駅周辺の都市機能の拡充

計画の期間 平成23年度　～　平成27年度　（5年間） 横浜市交付対象

5-A-3
戸塚駅前地区中央

5-A-4
金沢八景六浦線

5-A-1
戸塚駅西口第１地区

横浜

5-A-6
泉ゆめが丘地区

5-A-2
長津田駅北口地区

5-A-5
大船駅北第二地区

5-A-7
瀬谷駅南口第１地区


	【変更　横浜市】都市基盤整備による拠点駅周辺の都市機能の拡充.（H27.3.9変更・提出用)

